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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和1年5月23日(2019.5.23)

【公開番号】特開2018-22949(P2018-22949A)
【公開日】平成30年2月8日(2018.2.8)
【年通号数】公開・登録公報2018-005
【出願番号】特願2016-151300(P2016-151300)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｂ  10/40     (2013.01)
   Ｈ０４Ｂ  10/54     (2013.01)
   Ｈ０４Ｌ  25/03     (2006.01)
   Ｈ０４Ｌ  25/49     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｂ    9/00     ４００　
   Ｈ０４Ｂ    9/00     ５４０　
   Ｈ０４Ｌ   25/03     　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｌ   25/49     　　　Ｌ

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月12日(2019.4.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された第１の情報信号に応じて、第１の多値デジタル信号を出力する多値符号化回
路と、
　前記第１の多値デジタル信号を第１の電気信号に変換するＤＡ変換器と、
　前記第１の電気信号に応じて、光強度が変調された光信号を出力する半導体レーザと、
を有する光送信器と、
　前記光信号を受光して第２の電気信号を出力する光検出回路と、
　前記第２の電気信号を第２の多値デジタル信号に変換するＡＤ変換器と、
　前記第２の多値デジタル信号を復号して、第２の情報信号を出力する多値復号回路と、
を有する光受信器と、
　を備える光送受信器であって、
　前記光送信器に含まれ、入力された前記第１の多値デジタル信号を、前記第１の多値デ
ジタル信号の振幅レベルに応じた遅延量だけ遅延させる第１の遅延回路、及び前記光受信
器に含まれ、入力された前記第２の多値デジタル信号を、前記第２の多値デジタル信号の
振幅レベルに応じた遅延量だけ遅延させる第２の遅延回路の少なくともいずれか一方をさ
らに備える、
　光送受信器。
【請求項２】
　請求項１に記載の光送受信器であって、
　前記光受信器は、前記第２の遅延回路を有し、
　前記多値復号回路は、前記第２の遅延回路により遅延された前記第２の多値デジタル信
号を復号して、前記第２の情報信号を出力する、
　光送受信器。
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【請求項３】
　請求項２に記載の光送受信器であって、
　前記光受信器は、
　前記多値復号回路から出力された前記第２の情報信号の誤り率を検出する誤り率検出部
と、
　前記誤り率に基づいて、前記第２の遅延回路の遅延量を修正する遅延量修正部と、をさ
らに有する、
　光送受信器。
【請求項４】
　請求項１に記載の光送受信器であって、
　前記光送信器は、前記第１の遅延回路を有し、
　前記ＤＡ変換器は、前記第１の遅延回路により遅延された前記第１の多値デジタル信号
を第１の電気信号に変換する、
　光送受信器。
【請求項５】
　請求項４に記載の光送受信器であって、
　前記光送信器は、
　前記半導体レーザの変調条件を設定する変調条件設定部と、
　前記変調条件に基づいて、前記第１の遅延回路の遅延量を修正する遅延量修正部と、を
さらに有する、
　光送受信器。
【請求項６】
　請求項１に記載の光送受信器であって、
　前記第１の遅延回路は、入力された前記第１の多値デジタル信号を、前記第１の多値デ
ジタル信号の振幅レベルに線形に依存する遅延量だけ遅延させ、
　前記第２の遅延回路は、入力された前記第２の多値デジタル信号を、前記第２の多値デ
ジタル信号の振幅レベルに線形に依存する遅延量だけ遅延させる、
　光送受信器。
【請求項７】
　請求項１に記載の光送受信器であって、
　前記第１の遅延回路は、入力された前記第１の多値デジタル信号を、前記第１の多値デ
ジタル信号の振幅レベルに非線形に依存する遅延量だけ遅延させ、
　前記第２の遅延回路は、入力された前記第２の多値デジタル信号を、前記第２の多値デ
ジタル信号の振幅レベルに非線形に依存する遅延量だけ遅延させる、
　光送受信器。
【請求項８】
　請求項７に記載の光送受信器であって、
　前記第１の遅延回路は、入力された前記第１の多値デジタル信号を、前記第１の多値デ
ジタル信号の振幅レベルに応じて、前記半導体レーザの緩和振動周波数の逆数に比例する
遅延量だけ遅延させ、
　前記第２の遅延回路は、入力された前記第２の多値デジタル信号を、前記第２の多値デ
ジタル信号の振幅レベルに応じて、前記半導体レーザの緩和振動周波数の逆数に比例する
遅延量だけ遅延させる、
　光送受信器。
【請求項９】
　請求項１に記載の光送受信器であって、
　前記第１の遅延回路は、
　入力される前記第１の多値デジタル信号の振幅レベルに応じた波形で応答波形を出力す
る第１の応答波形出力部と、
　前記第１の応答波形出力部から連続して出力された複数の第１の応答波形を、逐次遅延
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加算する第１の遅延加算回路と、を有し、
　前記第２の遅延回路は、
　入力される前記第２の多値デジタル信号の振幅レベルに応じた波形で応答波形を出力す
る第２の応答波形出力部と、
　前記第２の応答波形出力部から連続して出力された複数の第２の応答波形を、逐次遅延
加算する第２の遅延加算回路と、を有する、
　光送受信器。
【請求項１０】
　入力された第１の情報信号に応じて、第１の多値デジタル信号を出力する多値符号化回
路と、
　入力された前記第１の多値デジタル信号を、前記第１の多値デジタル信号の振幅レベル
に応じた遅延量だけ遅延させる第１の遅延回路と、
　前記第１の遅延回路により遅延された前記第１の多値デジタル信号を第１の電気信号に
変換し、前記第１の電気信号に応じて、光強度が変調された光信号を出力する半導体レー
ザに前記第１の電気信号を出力するＤＡ変換器と、
　を有する光送信集積回路。
【請求項１１】
　光信号を受光した光検出回路から第２の電気信号が入力され、第２の多値デジタル信号
に変換するＡＤ変換器と、
　入力された前記第２の多値デジタル信号を、前記第２の多値デジタル信号の振幅レベル
に応じた遅延量だけ遅延させる第２の遅延回路と、
　前記第２の遅延回路により遅延された前記第２の多値デジタル信号を復号して、第２の
情報信号を出力する多値復号回路と、
　を有する光受信集積回路。
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